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消化器外科手術前後の好中球 0テ産生能の変動
一Methoxy Cypridina Luciferin analogを用いて一

平沢 敏 昭

田中  稔

大限 雅 夫

西日 保 二

近年,種 々の疾患に対し活性酸素の関与が指摘され

ているが測定法に関しては非特異的なものが多 く直接

預J定することが困難である。われわれは外科手術患者

を対象に superoxide anion(0万)に 対して特異的に反

応 し従来の cytOchrome C還 元法の約100倍の感度で

測定可育ヒな Methoxy Cypridina Luciferin analog

(MCLA)'の 化学発光を用いて末浦血中の好中球 0万

産生能の変化を測定した。また好中球の食殺氏に先立

つ細菌のオプソニン化にかかわる血中の諸蛋白につい

ても併せて検討した。

対象 と方法 :開腹手術を行った合併症のない胃腫瘍

5,結 腸腫瘍 3,胆 石症 3例 を対象 とした。術前,術

後第 1,3,7病 日に静脈血を採取 し好中球 Oテ産生能,

血清 C3,C4(LA法 )フ ィブPネ クチン,IgG(免 疫比

濁法)を測定した。好中球 0テ産生能は西日らの方法に

より預J定した1).heparin採血 し好中球のみを分離,

Hank's液 に加える。 7万 個の好中球にオプソニン化

zymosanを 貧食させ,その時発生する0万で MCLAを

化学発光させ LUMINESCENCE READER(ア ロカ

社)で 計測し最大発光量をもって 0万産生能 としたと

結 果 :好 中球 7万 個 あた りの Oテ産 生能 は術 前

52.9±627万 (counts/min)であった。第 1,3病 日

に軽度上昇,第 7病 日には前値に復 したが有意な変動

ではなかった。しかし好中球 0雰産生能を単位血液容積

あ た り に 換 算 す る と, 術 前 が2 7 ±0 . 5 2 万

( c o u n t s / m i n / m l n 3 ) でぁるのに対 し第 1病 日9 . 0 土

2.27万, 3病 日8.2±2.13万, 7病 日3.6± 1.31万 と術

直後より著明に上昇し1週 後も有意な高値を持続した

(図).血 中補体量をみるとC3は 術前84±22.2(mg/dl)

で,第 1, 3病 日に有意の変動はなかったが 7病 日に

は121±21.5(p<0.05)と 術前より有意に上昇した。

C4は 術前の36.6± 16.1(■ g/dl)か ら第 7病 日53.3土
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図 Changes in the MCLA,dependent luminescence

of neutrophils before and after abdominal sur‐
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14.7(p<0,05)と有意に増加しC3と同様の overshoot

現 象 を 示 した。フイブ ロネ ク チ ン は 術 前4 6 2 ±

156,7(″g/dl)で第 1病 日344±116.6(p<0.05)と有

意に低下したが,以 後回復 し第 7病 日には術前値より

も増加傾向を示 した。IgGは 術前1185±278(mg/dl)

で第 3病 日に976±343(p<0.05)と 有意に低下した,

考察 1手術侵襲に対 し生体は末檎血中にO雰産生能

を増加させ,OPSONIC PROTEIN量 を保ち防御能を

増強,維持するが同時に過剰な反応が ARDSな どの発

生をもたらす と考えられる。そのメカニズム解明のた

め zymosan以 外の FMLP,PMAな どを用いた好中

球の刺激法や好中球 の体内での分布を変 えるana申

phylotoxin, endotoxin Uや?備イ本位L prOtease,

leucotrieneなどの検討も必要であろう。
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